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平成２５年度事業報告並びに決算報告 

 

事業報告 

はじめに 

 平成２０年１２月から施行された公益法人制度改革等により、当財団は平成２５年

度から公益財団法人へ移行いたしました。これにより事業全体の公益性を改めて見直

し、地域に信頼される公益法人としての使命を実現させていく体制を整えてまいりま

した。 

 経営面においては、透明性の高い組織運営を推し進めながら、財務面など経営基盤

の強化に取り組みました。 

  その初年度として位置づけられる平成２５年度については、公益性を主眼において

新たな事業区分による事業計画を立て、それに伴い予算についても、新制度に適応し

た平成２０年会計基準により作成しました。 

 

１ 事業及び事業区分 

 公益財団法人の認定等に関する法律(公益認定法)では公益目的事業とは、「不特定

かつ多数の者の利益の増進に寄与するもの」であり、公益認定法中の２３事業のうち、

当財団の事業は「地球環境の保全又は自然環境の保護及び整備を目的とする事業」及

び「地域社会の健全な発展を目的とする事業」であることから、この目的を達成する

ため、ふたつの事業は共通の目的を達成する手段と位置づけられることから公益事業

はひとつにまとめました。 

 平成２５年度の当財団の主たる事業はつぎのように区分し、実施しました。 

 

(1)公益目的事業  

  地域資源の活用推進及び地域づくりに資する活動を通じて島根県西部の山村の振興 

を図る事業を実施しました。 

 

(2)収益目的事業 

  公益目的事業以外の事業については、収益確保を目的とし、木製品の製作・販売及 

び不動産賃貸等を行う事業を実施しました。 

 

(3)財団法人の運営 

  意志決定機関である評議員会、業務執行機関である理事会の開催運営を行い、平成 

 ２４年度における業務及び会計監査を実施しました。 
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２ 公益目的事業 

 

 当事業は地域資源に再注目し、これを活用した第二次産業・第三次産業を育てるこ

とにより、山村の振興を図るものです。特に当該地域の重要な資源である山林につい

ては、人工森林資源が伐採期を迎えつつあることもあり県産材の需要拡大が求められ

ており、また適切な間伐が自然災害の被害低減につながるという観点から、間伐材を

含めた地元材の活用推進に特に注力するものです。次のように改めてふたつに整理し

ました。 

 

(１) 地域資源活用推進事業 

 (公１)－１ 地域材製品等開発支援事業 

   当該地域の製造業者において確保・保持が難しい試験研究や技術開発の体制・ノ 

ウハウについて、当財団職員及び当財団がコーディネートする人材により補完する 

取り組みを行いました。 

 ・木材加工業者、製材業者等からの相談に応じ、もしくは自主開発として、地域材 

 製品を企画し試作しました。 

    本年度はとくに県の公募事業に応募し、複合積層材の開発に取り組みました。寸法安 

 定性の調査を行い、モニターや展示会において意見収集を図りました。 

 ・島根県西部を中心とした木製品メーカーの木製品開発を総合的に支援しました。 

 

 (公１)－２ 地域産品の普及促進事業 

  当該地域は比較的小規模な製造業者が多く、産品の PR を行う機会を設けにくい 

のが実情です。一方、産品の普及においては地域にとどまらない広域の市場を対象 と

した PR 販路開拓を継続することが必要であり、この機会の提供及び相談支援を 行

いました。本年度は１０月から１２月までの約２カ月半、松江市の殿町において 石

見地域の産品を展示販売しました。石見部の農林水産加工品１６０品目のほか陶 器

・木製品などを紹介しました。 

 ・地域の木製品、農水産加工品の普及のため、各種販路に関する情報収集及び試 

  験販売を行い、その成果を島根県西部の企業に提供しました。 

 ・地域の木製品・農水産加工品の PR 展示を行いました。 

 ・販路拡大を図る島根県西部の企業に対して専門家による相談対応を行いました。 

 

 

(２) 地域づくり事業 

 地域内外の住民に対し、森林資源をはじめとした当該地域の特性に触れる機会を設

けるほか、地域づくり支援を行う機関に対する助成・表彰を行うことなどにより山村

の振興を図るものです。 
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 (公１)－３ 森林保全学習体験事業 

 ・学校出前木工教室、地域イベント木工体験を実施しました。ホームページや市町 

広報誌により広く参加者を募りました。本年度は８月に浜田市子ども美術館、９月 益

田市グラントワ、１０月には弥栄の小学生フットサル大会において木工体験を行 い

ました。 

 (公１)－４ 地域づくり支援事業 

  地域の活性化に資することが認められる活動を支援するために、自ら主体となっ 

て積極的に行事等の活動を実施する団体・グループの経費の一部を助成しました。 

  本年度は例年通り小学生フットサル大会、駅伝などに助成を行いました。 

 (公１)－５ 施設管理事業 

  他地域住民の当該地域に対する関心や来訪の機会を増大するため、他地域からの 

集客拠点のひとつである公的施設「浜田市フットサルやさか競技場」の管理を、浜 田

市からの委託を受けて行いました。また、会議室、厨房などを地域住民の利用に 役

立てる管理棟の開放も実施しました。 

 (公１)－６ 表彰事業 

  当該地域の活性化に資する生産活動や公益活動を行った団体を表彰し、地域の振 

興の機運を高める事業です。本年度は各地で同様の事業が行われていることから今 

後実態を調べ、再検討を行うこととなりました。 

 

収益事業 

 木材加工関係で受注した件数は約１２０件でした。内容の大半は少量小額ですが、 

島根県から木材展示会用ブースの制作、パネル材加工５００枚、公共物件の建材など

加工依頼１０件、ホームセンターで販売されている軽家具約１０００台などが主なも

のでした。このほか楽天市場、４７クラブなどの仮想店舗でイス、テーブルなどを直

販。土木関係の受注では防風柵をはじめ、法面に使用する間伐パネル約１８００枚、

公共土木に使用される木製看板が約１００枚、木製バリケードが１５０台でした。 

 

 

３ 財団の運営 

    財団の業務執行に関する意志決定を行い、業務を公正に執行するため、理事会 

 評議員会等を開催し、適正な財団運営に努めました。 

 (1)理事会 

 

 回数 

 

  開催時期 

 

        主な議案 

 

 第１回 

 

  ５月１６日 

 

   平成２４年度事業報告及び決算書類承認の件 

 

 第２回 

 

  ３月１８日 

 

   平成２６年度事業計画・収支計画承認の件 
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  (2)評議員会 

 

  回数 

 

   開催時期 

 

       主な議案 

 

  定時 

 

 

  ５月３０日 

 

 

   平成２４年度決算報告承認の件 

 

   (３)監査 

 

  実施時期 

 

                    対象事項 

 

  ５月１６日 

 

 

 

 平成２４年度における会計及び業務 

 

 

 

４ 組織及び運営の整備 

 

 公益財団法人は、組織の意思決定に基づく組織・事業運営が認められていますが、

同時に強固な団体自治が求められています。そのため、平成２５年度は、次の事項に

ついて整備を進めました。 

(１)規定類の整備 

 公益財団法人は定款に基づく各種諸規定により運営を行うことが求められていま

す。このため随時、規定の見直し及び必要な規定を制定しました。本年度は監査規定

を制定しました。 

 

(２)会計処理の整備 

 公益財団法人は､平成２０年基準により会計処理を行う必要があります。すでに実施

をしておりますが、本年度に会計規定を改正し、科目の作成を行いました。 

 

(３)情報の公開 

 ホームページ等による組織・会計及び各種事業についての情報公開を進め、透明化

を図りました。 

 

 

５ 設立２０周年記念事業の検討 

 新旧法人を通算して平成２７年度に設立２０年目を迎えます。このため、平成２６

年度において実行委員会等を設置し、記念事業の検討を行うこととしました。 
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＜会議・参加行事等＞      

会議等 

平成２５年  ４月１６日     林業ビジネスモデルの実現を目指す会議(浜田) 

             ５月 １日          財団後援会(弥栄) 

       ５月１６日     財団監査(浜田)第１回理事会 

             ５月３０日        財団評議員会、連絡報告会(浜田) 

             ８月２２日     林業ビジネスモデルの実現を目指す会議(江津) 

           １０月 ３日         台湾貿易石見実行委員会ワーキング会議 

           １１月１３日         浜田地域産材の加工体制強化需要拡大会議(浜田) 

平成２６年   １月１４日～１９日 国際新年用品展示即売会及び商談会(台北) 

       １月２１日     浜田地域産材の加工体制強化需要拡大会議(浜田) 

             ２月 ５日     先進的林業機械現地検討会(浜田) 

             ２月 ５日～７日    東京国際ギフトショー出展(東京)  

            ３月１８日         財団第２回理事会(浜田) 

             ３月１８日         林業ビジネスモデルの実現を目指す会議(浜田) 

セミナー参加等 

平成２５年  ４月 ９日        ネットショップ店長会(４７クラブ 松江)   

       ４月１０日     公益法人講座(広島) 

             ５月１６日        テクノカフェ講演会(浜田) 

             ６月１９日         商品力強化セミナー(出雲) 

             ７月 ２日     ものづくり工場管理実践塾(松江) 

             ８月 ８日        木材加工用機械主任者講習(山口) 

       ９月 ４日     ものづくり工場管理実践塾(松江)  

          １１月  ６日      ものづくり工場管理実践塾(松江) 

      １１月１３日     ＴＫＣ会計講演会(浜田) 

       １２月１２日     商品力強化セミナー(松江) 

平成２６年  １月２８日     ものづくり工場管理実践塾(松江) 

             ２月２４日         林業パネルディスカッション(津和野) 

        ３月 ５日     人材育成講座講演会(浜田) 

             ３月１４日     高津川デザインフォーラム講演会(益田) 

        ３月１７日       林業講演会(浜田)      

イベント参加等 

平成２５年   ６月１６日     や市(木工体験 弥栄) 

             ７月１４日     や市(木工体験 弥栄) 

             ８月１１日         浜田子ども美術館(木工体験 浜田) 

             ８月２５日     長浜八朔祭り(特産品販売 浜田) 

             ９月 ７日         益田キャンドルフェスタ(木工体験 益田) 

           １０月１４日         職域フットサル大会(弥栄) 

           １０月１９日          植樹会(小学生フットサル大会関連) 

           １０月２０日          小学生フットサル交流選手権大会(木工体験 弥栄) 

           １１月 ４日       植樹会(海づくり山づくり 三隅) 

           １１月 ９日       木津市場(特産品販売 大阪) 

           １２月 ８日       しおかぜ駅伝(特産品販売 浜田) 
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平成２５年度収支決算 

                                    

公益目的事業会計 

   経常収益計                         ５０，９４８，５５４ 

     ①地域材製品等開発支援事業            ８，７００，２５４  

     ②地域産品の販売促進事業              １，０７８，３６２ 

     ③森林保全学習体験事業                      ３０，３６０ 

     ④地域づくり推進事業                                  ０ 

     ⑤施設管理事業                            ５８１，８００ 

     ⑥表彰事業                                      ０ 

     ⑦共通                               ４０，５５７，７７８ 

   経常費用計                             ３７，０３４，３４８ 

     ①地域材製品等開発支援事業          １８，３３２，６３５ 

     ②地域産品の販売促進事業               ６，０２７，８１１ 

     ③森林保全学習体験事業                 １，００９，５５７  

     ④地域づくり推進事業                   ２，６３１，８９６  

     ⑤施設管理事業                         １，４６２，８０２ 

     ⑥表彰事業                                      ０  

     ⑦共通                                 ７，５６９，６４７ 

 

収益事業等会計 

   経常収益計                         １７，９９６，９６２ 

     ①県産材を使った木製品受注事業       １４，０３７，８２８ 

     ②土地建物の賃貸事業                   ３，８８５，０００ 

     ③共通                                       ７４，１３４ 

   経常費用計                              ２３，１０４，１５９ 

     ①県産材を使った木製品受注事業       １７，８６５，６８２ 

     ②土地建物の賃貸事業                  ２，６２７，３１５ 

     ③共通                                 ２，６１１，１６２ 

                              

法人会計収益                                   ９，６３０ 

法人会計費用                               １，５２３，０８６ 

当期経常増減額         公益事業          １３，９１４，２０６ 

                       収益事業         △  ５，１０７，１９７ 

                       法人会計         △  １，５１３，４５６ 

                       増減額             ７，２９３，５５３ 


